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市民体験型研修 

３月１０日、中間校区まちづくり協議会 第３回

市民体験型研修（ワークショップ）がなかまハー

モニーホールで開催され、６２人の市民のみなさ

んが出席されました。 

まずは、前回のまち歩き体験を振り返り。当日

の写真を見ながら、参加者が感じた率直な感想や

突撃インタビューの意見などを再確認しました。

また、今回の研修では、これまでの研修で得た

地域の課題や今後校区まち協で取り組んだほうが

いい地域行事などの総まとめを行いました。 

研修会場を訪れた松下市長も、市民が主役のま

ちづくりを推進するため、みなさんが活発に意見

を交わす様子に耳を傾けていました。

自分たちの地域を自分たちで創ろう！ Ｎｏ.３

第３回 描くー 

平成２６年度の「まち協」の取り組みは…５月に市民体験型研修の中間報告会を開催予定！

日程が決まり次第、隣組回覧などでお知らせします。引き続き、お誘いあわせのうえご参加ください。
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■地域の問題点や課題を集約してみよう！

これまでの市民体験型研修では、地域の抱えるさまざまな問題点や課題をみなさんから出していた

だきました。これらを集約・整理したものが、下記の２５項目の課題カードです。 

今回は、この２５項目からグループメンバ－それぞれが関心の高い３項目を選び（イエローの付せ

ん紙）、キーワード（ピンクの付せん紙）で括
くく

っていただきました。 

そして、最も関心の高い課題には、花マルが付いています。 

※太赤字がキーワード（各人が特に重要と思う３項目を選び、グループでを意見を交わします） 

①地域の見回りパトロール（ふるさとみまわり隊）を強化すべきだ。 

②みんなが参加し、地域のまとまりができるイベントを実施すべきだ。 

③子ども（小・中学生）が参加できるイベントを増やすべきだ。 

④敬老会活動を活発にすべきだ。 

⑤隣近所が声を掛け合い、孤独死が発生しないまちにすべきだ。 

⑥買い物の不便をなくすべきだ。 

⑦夜道が暗い場所があるので、防犯灯の設置を充実すべきだ。 

⑧自治会へ加入して、地域への関心を持つべきだ。 

⑨一方通行が不便な道路は、両側通行に見直すべきだ。 

⑩分かりにくい信号や標識は改善すべきだ。 

⑪独居老人の把握や見守り（高齢者見守り隊）を徹底すべきだ。 

 ⑫風水害や地震などの災害に強いまちとすべきだ。 

⑬犯罪や暴力団のないまちにすべきだ。 

⑭交通手段（バスなど）の充実を図るべきだ。 

⑮商店街の空き店舗をなくし、活性化を図るべきだ。 

⑯子どもが安心して遊べる公園の管理（遊具の整備・草刈り等）をすべきだ。 

⑰自然や緑があふれる街並みにすべきだ。 

 ⑱飼い主のマナーを徹底し、犬猫のフンのないきれいなまちにすべきだ。 

 ⑲ごみのポイ捨て禁止やごみ出しのマナーを徹底すべきだ。 

⑳地域の史跡や文化遺産をアピールすべきだ。 

㉑所有者一人ひとりが空き家や空き地の管理・草刈りを徹底すべきだ。 

㉒近所同士の交流を深め、活気ある地域にすべきだ。 

㉓道路（歩道）の段差や危険な個所は改善を図るべきだ。 

㉔災害時に、高齢者や障がい者など災害弱者を気遣い合うまちにすべきだ。 

㉕定期的な清掃活動（草刈り）を行い、美しいまちを維持すべきだ。 

課題カード 

各班まとめは 
次ページから 
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１ 班 

２ 班 
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３ 班 

４ 班 
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５ 班 

６ 班 
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７ 班 

８ 班 
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９ 班 
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■各自治会で行っている行事 （事業） を書き出してみよう！ 

地域の目標（スローガン）を考えてみよう！ 

●地域目標（スローガン） 

あいさつ さわやか 中間校区 

１班

ここでの作業は、地元でやっている行

事について、各々が思いつくものを５点

ほどイエローの付せん紙に書きこんだ

後、模造紙に張り付けながら発表し、語

り合います。 

関連のある行事は並べ替え、マーカー

で囲んで、ピンクの不付せん紙にまとめ

てみました。 

また、今後の中間校区の地域づくりの

方向性を定めるスローガンについても

考えていただきました。 

この成果は、中間報告会で整理する予

定です。 
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●地域目標（スローガン） 

衣・食・住の充たされる街 中間校区 ２班

●地域目標（スローガン） 

中間市をリードする 中間校区 ３班
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●地域目標（スローガン） 

高齢者を元気にする 中間校区 ４班

●地域目標（スローガン） 

一日のはじまりは おはようから 
              中間校区 ５班
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●地域目標（スローガン） 

心ふれあう みんなが集う いい 
              中間校区 ６班

●地域目標（スローガン） 

心ふれあう明るい元気な 
           中間校区！ 

７班
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●地域目標（スローガン） 

みんなが集う中間校区 ８班

●地域目標（スローガン） 

やさしい！住みよい街づくり中間校区

９班
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◆開催日時 平成２６年３月１０日・午後７時～９時 

◆開催場所 なかまハーモニーホール 

◆参 加 者 ○参加者人数 ６２名 ○回答者数 ５９名 ○回答率 ９５％ 

 [○講師 １名 ○安全安心まちづくり課 ６名 ○社会福祉協議会 １名] 

■年 齢  

年  齢 人  数 割  合 

１０ 歳 ～ ０ 人 ０ ％ 

２０ 歳 ～ ０ 人 ０ ％ 

３０ 歳 ～ ０ 人 ０ ％ 

４０ 歳 ～ １ 人 １.７ ％ 

５０ 歳 ～ １ 人 １.７ ％ 

６０ 歳 ～ ２１ 人 ３５.６ ％ 

７０ 歳 ～ ３３ 人 ５５.９ ％ 

８０ 歳 ～ ３ 人 ５.１ ％ 

９０ 歳 ～ ０ 人 0 ％ 

無 記 入 ０ 人 0 ％ 

■性 別 

性  別 人  数 割  合 

男 性 ３３ 人 ５５.９ ％ 

女 性 ２４ 人 ４０.７ ％ 

無 記 入 2 人 ３.４ ％ 

■市民体験型研修（ワークショップ）の感想について 

項  目 人  数 割  合 

①有意義だった ４５ 人 ７６.３ ％ 

②普通だった １３ 人 ２２.０ ％ 

③あまり有意義でなかった ０ 人 ０ ％ 

④その他 ０ 人 ０ ％ 

無記入 １ 人 １.７ ％ 

■「校区まちづくり協議会」への理解度について 

項  目 人  数 割  合 

①たいへん深まった ２０ 人 ３３.９ ％ 

②基本的な理解はできた ３７ 人 ６２.７ ％ 

③あまり分からなかった １ 人 １.７ ％ 

④その他 ０ 人 ０ ％ 

無記入 １ 人 １.７ ％ 

中間校区まちづくり協議会 

第３回市民体験型研修（ワークショップ）参加者アンケート集計結果 
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■ワークショップの内容・時間設定について  

項  目 人  数 割  合 

①内容も時間も適切だった ３５ 人 ５９.３ ％ 

②話し合いの時間が短かった ２０ 人 ３３.９ ％ 

③話し合いの時間が長かった ２ 人 ３.４ ％ 

④その他 ０ 人 ０ ％

無記入 ２ 人 ３.４ ％

■これまでのワークショップの開催回数及び間隔について 

項  目 人  数 割  合 

①開催回数・間隔ともに適切だった ４４ 人 ７４.５ ％ 

②開催回数はもっと増やしてよかった ５ 人 ８.５ ％ 

③開催回数が多かった ３ 人 ５.１ ％ 

④開催間隔が短かった ３ 人 ５.１ ％ 

⑤開催間隔が空きすぎだった ０ 人 ０ ％ 

⑥その他 ０ 人 ０ ％ 

 無記入 ４ 人 ６.８ ％ 

■感想（自由記入） 

・３か月に１回がいい。 

・大変有意義だった。 

・みんなが集い、住みよいなかま。 

・今後とも参加したい。 

・これからも頑張って、まちづくりを作っていきたいと思う。 

・他の地域で実施している映写会（中鶴一区）は参考になった。 

・実行に移すことが大事。 

・各自治会の意見をまとめることが大変でしょうが、早くまとめれば良いと思う。 

・３回とも出席し、大変有意義な時間だった。 

・時間がほしい。 

・同じ校区で生活していて、いろいろ話を聞くことができて有意義だった。 

・もっとぎすぎすした本音が必要。建前が多い。 

・今後とも中間校区の活性化のためにも継続してほしい。 

・グループでいろんな話し合いができ、これからの地域活動のヒントになった。 

・とても楽しい、有意義な話し合いができた。 

・３回のワークショップの結果を踏まえ、今後この結果がどの様に生かされていくのか 

見守っていきたい。 

・他の自治会の状況が分かり有意義だった。 

・もっと若い人達が参加されればよかったと思う。 

・勉強になった。

中間校区まちづくり協議会市民体験型研修〔平成２６年３月１４日発行〕

●校区まちづくり協議会担当課 中間市安全安心まちづくり課(市民協働係) 

TEL ０９３(２４６)２０１７   ／  FAX ０９３(２４５)５５９８ 


